
����������	�
��	���

����������	
����

2 0 0 9

No.54No.54No.54

3



広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号２

　

平
成　

年
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

１１

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で　

年
と
い

１０

う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

国
は
法
制
定
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
「　

世
紀
の
わ
が
国
社

２１

会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
」
と
位
置
づ

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
道
府
県
に
男
女

共
同
参
画
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
、
市

町
村
に
は
計
画
策
定
の
努
力
規
定
を
設
け

る
な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
本
市
で
も
平
成　

年
１８

度
に
、
５
ヵ
年
計
画
と
し
て
「
常
陸
大
宮

市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
取
組

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
で
前
期

３
年
が
経
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
度

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
で
は
、
５
ヵ

年
を
通
じ
て
の
基
本
理
念
や
、
目
指
す
ま

ち
の
姿
、
基
本
目
標
を
定
め
、
そ
の
基
本

構
想
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
後
期
基
本
計
画
は
、
計
画
策
定

時
の
基
本
構
想
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
前
期
基
本
計
画
の
成
果
を
踏
ま
え

た
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
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後
期
基
本
計
画
で
は
、
前
期
基
本
計
画

の
取
組
を
継
承
し
つ
つ
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
取
り
巻
く
状
況
を
ふ
ま
え
、
次
の

視
点
で
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
単

に
女
性
に
対
し
て
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
男
性
を
含
め
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
市
民
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
意
識

の
啓
発
が
必
要
で
す
。

　

誰
も
が
主
体
的
に
、
均
等
な
責
任
で
社

会
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
、
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
男
女

共
同
参
画
自
体
に
対
す
る
固
定
化
し
た
考

え
を
是
正
し
、
ど
ち
ら
か
の
性
に
偏
ら
な

い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
あ
る
特
定
の
分

野
の
み
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
男
女

の
平
等
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
人
間
が
生

活
す
る
す
べ
て
の
場
面
で
問
題
と
な
っ
て

く
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、「
家

庭
」「
地
域
」「
職
場
」「
行
政
」
す
べ
て
の

場
面
で
、
一
人
ひ
と
り
が
、
個
人
の
持
つ

能
力
を
発
揮
し
、
社
会
生
活
に
対
し
均
等

な
責
任
で
関
わ
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
意
識
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号３
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　　○事業所及び事業主に対する啓発・支援　○働く人への労働に関する法律・制度の周知徹底
�����������	
������������

　　○女性の経営参画への支援　○女性の経済的地位の向上と就業条件・環境の整備
�����������	
������

　　○再就職・起業への積極的支援　○女性の就業能力の発揮・向上支援
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　　○子育て支援の充実　○仕事と家庭の両立支援の拡充
�����������	
��������

　　○高齢者の自立と社会参画の支援　○介護支援策の充実　○男性の介護への参画促進
�����������	
������

　　○ひとり親家庭の自立支援システムの充実　○障がいを持つ男女の家庭生活の安定と自立支援
�����������	
�����������

　　○ライフステージに合わせた心身の健康保持・増進　○女性の性と健康を尊重する環境づくり
　　○青少年への性と健康に関する教育の推進
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　　○男女共同参画に関する学習・意識啓発の充実　○地域における性差別的な慣行の見直し
�����������	
���������

　　○男女共同参画の理解を深めるための学校教育の充実
　　○男女共同参画推進のための生涯学習の機会の拡充
�����������	
���������

　　○男女共同参画に基づいた適切な表現の拡大　○男女共同参画に関する情報の収集・提供
�����������	
��������

　　○ドメスティック・バイオレンス対策の充実　○セクシュアル・ハラスメントや性犯罪の防止と根絶
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　　○審議会・委員会でのポジティブ・アクション
�����������	
���������

　　○地域組織における女性の意思決定への参画支援
　　○地域活動･市民活動における男女共同参画の推進支援
������������	
����

　　○地域女性リーダーの育成　○地域で活躍する団体の交流・連携と支援
�����������	
����

　　○国際交流及び多文化共生の推進　○国際的動向に関する情報収集と提供
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　　○男女共同参画に関する職員研修の充実
�����������	
��

　　○性別に偏りのない事務分担の推進
�����������	
�

　　○推進体制の整備
　　○地域･事業所･関係機関･各種団体等との連携
　　○男女共同参画に関する相談体制の整備
�����������	
�

　　○計画の進行管理の実施
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号５

　

２
月
７
日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
男
女
共
同
参
画
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
市
の
女
性
活
動
団
体
の
会
員
や
議
会

議
員
、
各
種
委
員
、
区
長
な
ど
、
市
内
各
地

域
か
ら
約
３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
わ
る
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
の
啓
発
の

た
め
に
、
市
女
性
活
動
指
導
者
連
絡
協
議

会
と
市
の
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
落
語
家
の
林
家
う
ん
平
師
匠
を

招
い
て
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
〜
我
が
子

も
よ
そ
の
子
も
み
ん
な
地
球
の
宝
物
〜
」

と
い
う
演
題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

師
匠
は
、
ご
自
身
の
生
い
立
ち
や
家
族

と
の
生
活
の
様
子
、
落
語
家
と
な
る
修
業

時
代
の
話
し
な
ど
か
ら
、
血
の
繋
が
る
家

族
以
外
か
ら
の
し
つ
け
や
愛
情
の
必
要

性
、
地
域
で
の
子
育
て
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

話
さ
れ
、
会
場
は
賑
や
か
な
笑
い
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
後
に
は
桃
太
郎
の
昔
話

を
話
題
に
し
た
落
語
も
披
露
さ
れ
、
師
匠

の
巧
み
な
話
術
に
観
客
は
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
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▲林家うん平師匠

▲主催者あいさつをする中�会長
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　健康保険組合・共済組合等に加入されている方でも、各医療保険者
発行の受診券があれば市で実施する集団健診が受けられる場合もあり
ますので、早めに職場等で確認してください。

　「高齢者の医療の確保に関する法律」により、平成２０年度から
各医療保険者に特定健診（腹囲・血圧測定・血液検査等）が義務
づけられました。市では、各地域の拠点会場で行う集団健診と市
内医療機関で受診できる個別健診の体制により健診機会が多くな
り、今年度は４７％の受診率となりました。
　平成２０年度の健診の地域別受診率、受診結果による項目別保険
指導・受診勧奨の割合は次のとおりです。
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号８

～平成20年４月から老人保健制度にかわり、「後期高齢者医療制度」が始まりました～

　後期高齢者医療制度加入前医療機関での窓口負担が１割負担だった方で、後期高齢者医療制度加入後、世帯構

成や収入が変っていないにもかかわらず窓口負担が３割となった方について、次の要件全てに該当する方は、申

請により１割負担になります。 

①　同一世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者は一人だけである。

②　同一世帯内に70歳から74歳までの方がいる。

③　①と②の方の収入（※）の合計額が520万円未満である。

　75歳に到達し、後期高齢者医療制度の被保険者となった方が、75歳に到達した月に療養を受けた場合、誕生

日前に加入していた医療保険制度（国民健康保険や被用者保険）と誕生日後に加入する後期高齢者医療制度のそ

れぞれの自己負担限度額まで負担することとなることから、自己負担限度額がそれまでと比べて、２倍になって

いました。

　そこで、75歳到達月の自己負担限度額については、それぞれ本来額の２分の１にすることになりました。

　なお、この特例は平成20年４月にさかのぼって適用されます。
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※　収入とは、前年の所得税法上の収入金額（退職所得に係る収入金額を除く。）であり、必要経費や公的年金等控除、
基礎控除等の控除金額を差し引く前の額をいいます。

 （例）　自己負担限度額の区分が「一般」の方が、2月に75歳になった場合

３月２月（誕生月）１月

国民健康保険
又は被用者保険

後 期 高 齢 者
医 療 制 度

44，400円
（後期高齢者医療制度44，400円）

44，400円
（国保・被用者保険22，200円、
後期高齢者医療制度22，200円）

44，400円
（国保・被用者保険44，400円）

合 計

自己負担限度額
44，400円

自己負担限度額
22，200円

自己負担限度額
22，200円

自己負担限度額
44，400円



広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号９

　後期高齢者医療制度の保険料は、年金からの天引きが原則ですが、これまでは、一定の要件（過去２年間、国

民健康保険税（料）の納め忘れがなかった方など）に該当する方に限り、口座振替に変更することができました。

　平成21年１月からは、その要件がなくなり、どなたでも口座振替に変更することができるようになりました。

　口座振替への変更を希望される方は、常陸大宮市役所本庁または各総合支所での手続きが必要になります。
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●納付状況等によっては、口座振替への変更が

認められない場合があります。

●納付方法を変更しても、お支払いいただく保

険料の総額はかわりません。

●年金からの天引きが中止される時期は、口座

振替の手続きの時期により決まります。

●納付方法の変更は口座振替に限りますので、

納付書によるお支払いは選択できません。

●口座振替の指定口座から保険料が差し引きで

きない場合は、年金からの天引きに切り替え

ることがあります。

納付方法の変更にあたっての留意事項納付方法の変更にあたっての留意事項納付方法の変更にあたっての留意事項

● 問い合わせ先 ●

本庁　医療保険課医療年金グループ　　�52－1111　内線162・163・164（制度に関すること）

税務課市民税グループ　　　　　�52－1111　内線232・233（保険料に関すること）

茨城県後期高齢者医療広域連合　　　　〒311－4141茨城県水戸市赤塚１丁目１番地ミオスビル１階

�029－309－1211（制度に関すること）

�029－309－1213（保険料に関すること）

�029－309－1126

HP　http://www.kouiki-ibaraki.ecnet.jp/

　平成20年度の保険料軽減措置により均等割が8.5割軽減され平成20年10月以降、年金からの天引きが中止に

なっている方は、平成21年度から保険料の徴収が再開され、７月から９月までは普通徴収、10月からは年金か

らの天引きになる予定です。

　ただし、納期等は市町村で決定するため上記と異なることもあります。
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号１０
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広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号１１
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１
月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

２４

で
市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
主
催
に
よ
る
「
あ

き
や
ま
た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

あ
き
や
ま
た
だ
し
さ
ん
は
「
ま
め
う
し
シ

リ
ー
ズ
」、『
へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
』
な
ど
の

「
へ
ん
し
ん
シ
リ
ー
ズ
」
や
「
パ
ン
ツ
ぱ
ん
く

ろ
う
」
で
人
気
の
絵
本
作
家
で
す
。

　

当
日
は
約
２
０
０
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
。
本
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
と
ん
だ

り
は
ね
た
り
と
ユ
ニ
ー
ク
な「
読
み
聞
か
せ
」

に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
か
が
や
か
せ
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
で
は
、
み
ん
な
の

ふ
る
さ
と
「
塩
田
地
区
」
が
元
気
に
な
る
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
地
区
の
方

な
ど　

人
が
参
加
し
て
、
塩
田
地
区
内
の
お

３８

宝
探
し
「
塩
田
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
地
域
に
残
る
「
史
跡
め
ぐ
り
」

や
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
っ
た

山
林
で
の
「
山
遊
び
体
験
」、
今
で
は
行
わ
れ

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
「
ま
ゆ
玉
作
り
」
や

「
ワ
ー
ホ
イ
」な
ど
の
行
事
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
山
遊
び
は
、
子
ど
も
た
ち
が
な
か

な
か
や
め
た
が
ら
な
い
ほ
ど
楽
し
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ゆ
玉
作
り
と
ワ
ー
ホ
イ
は
、
子

ど
も
た
ち
ば
か
り
か
、
参
加
し
た
保
護
者
や

地
元
の
方
々
か
ら
も�
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た�
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
で
は
、

地
区
が
元
気
に
な
る
よ
う
魅
力
あ
る
伝
統
文

化
の
継
承
活
動
や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　ひな祭りを前に、ひな人形作りをしてい

たおがわ幼稚園を訪ねました。

　子どもたちは、写真でお内裏様とお雛様

の顔の違いを観察しながら顔を描き、牛乳

瓶や毛糸を使ったひな人形を作りました。

 （今月の表紙）



広報　常陸大宮　　　　平成２１年３月号１２
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市
で
は
、（
財
）日
本
消
防
協
会
が
行
う

「
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」の
助
成
を
受
け
て
、

「
市
女
性
消
防
隊
」の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
備
品
類
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
協
会
が（
財
）自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
入
れ
る
助
成
金
を
財
源

と
し
て
、
女
性
消
防
隊
等
の
育
成
強
化
を
図

る
た
め
の
助
成
を
行
い
、
安
全
で
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
宝

く
じ
の
普
及

と
広
報
を
目

的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
宝

く
じ
の
収
入

を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
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２
月
１
日
、
常
陸
大
宮
市
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
第
４
回
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
、
お
お

み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
外
国
の
方
５
人
に
よ
り
、
日

本
の
日
常
生
活
で
感
じ
た
こ
と
や
意
見
な

ど
、
ご
自
身
の
体
験
談
か
ら
の
意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
剣
誠
会
に
よ
る
「
抜
刀
道
演
舞
」
が
披

露
さ
れ
、
真

剣
で
の
演
舞

に
外
国
の
方

は
興
味
深
く

見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、

意
見
を
発
表

し
た
外
国
の

方
と
参
加
者

全
員
に
よ
り

活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ

れ
、
お
互
い

の
理
解
を
深

め
る
交
流
会

と
な
り
ま
し

た
。

D-１級軽可搬消防用ポンプ　一式
ヘルメット６個、手袋６双、Tシャツ２５着、運動靴２５足

訓練用AEDトレーニング
システム２セット

　圷 存 さん（北塩子）が、茨城県市
たもつ

長会長から表彰を受けられました。
　圷さんは、平成８年４月に北塩子
区の区長に就任以来１２年にわたり、
地域のリーダーとして地域をまとめ
てこられました。
　また、防犯活動を組織的に実施す
ると共に北塩子区自主防災組織を立
ち上げ、安心・安全のまちづくりと
地域の発展に尽力されたことが評価
され贈られました。
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茅根順子氏　金300,000円

�������	�������	�������	�������	
《奨学基金として》

　２月８日から22日までの８日間、大宮公民館世喜分

館で趣味の作品展が開かれました。

　世喜地区での作品展の開催は今回がはじめてで、世喜

小学校の児童の作品を含み100点以上の作品が展示さ

れました。

　身近な方の隠れた

一面を垣間見ること

ができた作品展は、

今後の地域住民の交

流に活かされること

でしょう。
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◆ボランティア
・「国際交流プログラム通訳ボランティアを担当して」
・「西塩子回り舞台　組み立て・公演ボランティア」

◆研　究
・「ふれあいの森のスズメバチ」

◆卒業論文
・「伝統芸能による地域振興の可能性

～西塩子の回り舞台に関する事例研究～」
・「都市農村交流の有効性と団塊世代の可能性」
・「交流人口拡大の可能性～茨城県常陸大宮市の事例～」

　

２
月
８
日
、
市
と
茨
城
大
学
の
連
携
事

業
の
一
環
と
し
て
、
茨
城
大
学
の
学
生
に

よ
る
は
じ
め
て
の
報
告
会
が
、
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
２
０
０
８
年
度
に
行
っ
た

西
塩
子
の
回
り
舞
台
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
お
が
わ
ふ
れ
あ
い
の
森
の
中
で
の

ス
ズ
メ
バ
チ
の
研
究
な
ど
に
つ
い
て
、
６

組
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第

二
部
で
は
、

中
心
商
店
街

を
歩
き
、
身

近
な
自
然
や

歴
史
を
再
発

見
す
る
こ
と

に
よ
る
活
性

化
プ
ラ
ン

や
、
下
町
の

甲
神
社
を
中

心
と
し
た
歴

史
と
、
甲
か

ら
連
想
し
た
「
子
供
の
日
」
と
を
組
み
合

わ
せ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
プ
ラ
ン
、

他
の
商
店
街
で
の
先
進
的
な
事
例
な
ど
に

つ
い
て
、
４
組
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
の
熱
の
入
っ
た
報
告
や
発
表

を
受
け
て
、
会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
学
生
と
参
加
者
に
よ
る
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆ 「５！５！（G O!G O!）常陸大宮！」
◆ 「常陸大宮活性化への提案とそのプロセス」
◆ 「歩こう、わくわく発見の道」
◆ 「先進事例から考えるこれからの常陸大宮商店街」
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茨城大学人文学部４年　森戸佳奈子さん（野口平）

　私は地域社会論ゼミで学んだ知識をいかし、自分の生まれ育った地域に恩返しをした
いと思い、「交流人口拡大の可能性～茨城県常陸大宮市の事例～」というテーマで卒業研
究に取組みました。市の現状や課題を知るため、行政や市民の方々にヒアリングを行
い、都市農村交流専用のHPの創設など、課題解決のための政策提案をまとめ、今回、研究成果の報告を行
いました。
　当日は、市に関する研究を行っている他の学生の話を聞くことができ、常陸大宮市について違った角度
から考えることができました。茨城大学には、県内外を問わずさまざまな学生がいるので、このような機
会は常陸大宮市をアピールするきっかけにもなります。市と茨城大学との連携が続き、さらに展開してい
くことを願っています。
　これからも常陸大宮市に住む者として地域に寄り添っていきたいと考えています。
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　２月８日、山方総合支所前から山方宿駅前の山方宿通りで、山方地域の小中学生２６チーム１３９人が参加し開催
されました。
　小学生低学年の部は６区間を、小学生高学年の部と中学生の部は５区間を走りました。

敬称略
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１０回×３セット
①両脚を肩幅に広げて仰向けになり膝
を立てる。右腕を足方向に伸ばして
手の平を床に、左腕を頭方向に伸ば
して手の甲を床につける。

②息を吸って吐きながら右腕を頭方向
に、左腕を足方向に半孤を描くよう
に動かす。

③今度は同じように右腕を足方向に、
左腕を頭方向に動かす。
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「ローズガーデン」
野上　秀子
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「クレマチスと秋の花」
横山　和子

「春のかおり」
小野瀬　恵子

「ふるさとへの飛翔」
冨山　明峰（講師）

「弘前の桜」
小泉　浩子

「花鳥」
根本　広子
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を
経
て
、
本
来
と
は
違
う
場
所
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
三
月
に
解

体
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
材
は
現
在
も
個

人
に
よ
り
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
陣
屋
建

築
で
現
在
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
極
め
て

少
な
い
た
め
、
八
田
陣
屋
が
近
年
ま
で
残

り
、
解
体
に
際
し
て
建
物
調
査
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
建
築
史
の
観
点
か
ら
貴
重
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
、
復
元
さ
れ
る
日
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

八
田
と
い
う
地
に
、
水
戸
藩
の
農
政
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
が
三
十
年
間
に
わ

た
っ
て
在
留
し
た
こ
と
は
、
農
村
の
改
革

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
最
後
の
八
田
郡
奉
行
、
藤
田
東

湖
は
着
任
時
二
十
五
歳
の
若
さ
で
し
た
。

彼
は
八
田
郡
で
の
農
政
の
成
功
に
よ
り
、

郡
制
改
変
の
あ
と
も
郡
奉
行
を
任
さ
れ

て
、
地
方
農
政
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

�
����
���

　

水
戸
藩
で
は
領
内

民
衆
の
支
配
を
、
城

下
で
は
町
奉
行
、
農

村
部
で
は
郡
奉
行
が

お
こ
な
っ
て
い
ま
し

た
。
町
・
郡
奉
行
は

年
貢
徴
収
か
ら
警

察
、
土
木
工
事
、
民

政
ま
で
を
幅
広
く
掌

握
し
て
い
ま
し
た
。

時
期
や
地
域
に
よ
り

規
模
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
下
役
の
手

代
と
と
も
に
二
十
人
前
後
で
政
務
を
行
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

農
村
部
は
「 
郡 
」
と
い
う
数
十
か
村
を

こ
お
り

ひ
と
つ
の
単
位
と
し
た
ま
と
ま
り
毎
に 
郡 

こ
お
り

 
奉  
行 
を
置
い
て
統
括
し
て
い
ま
し
た
。
郡

ぶ 
ぎ
ょ
う

奉
行
は
、
藩
政
初
期
か
ら
置
か
れ
、
寛
永

期（
一
六
三
〇
年
）頃
に
は
領
内
を
三
、
四

郡
に
分
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

郡
分
け
に
つ
い
て
は
度
々
改
変
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
享
和
二
（
一
八

〇
二
）
年
の
編
成
で
は
、
そ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
十
一
の
郡
に
分
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
郡
奉
行
が
城
下
で
政

務
を
執
っ
て
、
地
方
に
は
手
代
を
置
い
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
か
ら
各
地
の
陣
屋

に
郡
奉
行
を
出
向
さ
せ
て
直
接
領
民
を
支

配
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
全
国
的
に
人
口
の
減
少

し
た
時
代
で
、
中
で
も
水
戸
藩
は
そ
れ
が

特
に
顕
著
で
、
領
内
人
口
は
往
時
の
三
分

の
二
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
打

ち
続
く
天
候
不
順
が
も
た
ら
す
農
作
物
の

減
収
や
、
都
市
へ
の
流
出
者
の
増
加
に

よ
っ
て
農
村
経
済
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
し
た
。
時
の
六
代
藩
主
徳
川

 
治  
保 
は
疲
弊
し
た
農
村
を
立
て
直
す
た

は
る 
も
り

め
、
郡
奉
行
が
地
方
を
直
接
支
配
し
、
農

民
の
生
活
に
細
や
か
に
気
を
配
れ
る
よ
う

に
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
、 
小  
菅 
（
常
陸
太
田
市
小
菅

こ 
す
げ

町
）、 
安  
良  
川 
（
高
萩
市
安
良
川
）、 
石  
神 

あ 

ら 
か
わ 

い
し 
が
み

 （
東
海
村
石
神
外
宿
）、 
増  
井 
（
城
里
町
増

ま
し 
い

井
）、 
八  
田 
（
常
陸
大
宮
市
八
田
）、 
大  
子 

は
っ 
た 

だ
い 
ご

 （
大
子
町
大
子
）、 
鷲  
子 
（
常
陸
大
宮
市
鷲

と
り 
の
こ

子
）、 
常  
葉 
（
水
戸
市
常
磐
町
ほ
か
）、 
浜 

と
き 
わ 

は
ま

 
田 
（
水
戸
市
浜
田
）、 
紅  
葉 
（
鉾
田
市
）、

だ 

も
み 
じ

 
大  
里 
（
常
陸
太
田
市
大
里
町
）
に
そ
れ
ぞ

お
お 
さ
と

れ
郡
奉
行
所
が
お
か
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

常
葉
郡
と
浜
田
郡
は
城
下
に
近
接
し
て
い

る
の
で
従
来
ど
お
り
城
下
で
執
務
し
、
残

り
の
九
郡
に
陣
屋
が
お
か
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

　

八
田
に
陣
屋
が
築
か
れ
、
最
初
に
配
属

さ
れ
た
郡
奉
行
は
、
農
政
学
者 
高  
野  
昌 

た
か 

の 
し
ょ
う

 
碩 
で
し
た
。
高
野
は
太
田
村
の
郷
医
で
、

せ
き農

村
の
実
情
を
観
察
し
、
そ
の
復
興
策
を

度
々
藩
に
上
申
し
て
認
め
ら
れ
、
藩
士
に

取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
高
野
は
郡
奉
行

が
各
地
方
で
直
接
に
政
務
を
執
る
方
式
を

立
案
し
、
藩
に
建
議
し
た
人
物
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
八
田
は
そ
の
高
野
自
身
が
最

初
に
治
め
た
地
で
し
た
。

　

彼
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
八
田
陣
屋
は
、

陣
屋
の
機
能
が
始
ま
る
前
年
の
享
和
元

 （
一
八
〇
一
）
年
に
完
成
、
屋
根
は
草
葺
き

で
、
勝
手
と
六
畳
間
と
納
戸
の
み
の
質
素

な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

高
野
の
あ
と
は
、 
白  
石  
又  
衛  
門  
意  
隆 
、

し
ら 
い
し 
ま
た 
え 
も
ん 
お
き 
た
か

 
石  
川  
儀  
兵  
衛  
清  
秋 
、 
友  
部  
正  
介  
好  
正 
、 
井 

い
し 
か
わ 
ぎ 

へ 

え 
き
よ 
あ
き 

と
も 
べ 
し
ょ
う 
す
け 
よ
し 
ま
さ 

い

 
坂  
久  
左  
衛  
門  
義  
隆 
、 
藤  
田  
虎  
之  
介  
彪 （
東

さ
か 
き
ゅ
う 
ざ 

え 
も
ん 
よ
し 
た
か 

ふ
じ 
た 
と
ら 
の 
す
け 
た
け
し

湖
）
が
郡
奉
行
と
な
り
三
十
年
間
続
き
ま

し
た
。

　

陣
屋
の
あ
っ
た
場
所
は
現
在
の
八
田
字

堰
の
上
北
と
い
う
地
で
す
。
近
く
の
玉
川

に
か
か
る
橋
に
も
「
御
陣
屋
橋
」
と
い
う

名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

陣
屋
の
建
物
は
天
保
初
年
の
郡
制
再
編

に
よ
っ
て
八
田
陣
屋
が
廃
止
に
な
っ
た
あ

と
個
人
の
所
有
と
な
り
、
取
り
壊
し
を
免

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
度
の
移
築

�
�
�
�
�
�
�

▲解体直前の八田陣屋（平成７年）

▲八田陣屋平面図
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盛金在住　富永　　司さん

再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（２月１日現在・推計常住者）　総人口４６，２２３人（男２２，６２５人、女２３，５９８人）　世帯数１６，２７７世帯
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　市スキー連盟（青�幸雄理事長）主催によるスキー・スノーボード教室が１泊２日の日程で福島県会津高原

だいくらスキー場で開催されました。

　今回は２日間の開催となり、市内外からの家族連れなど31人が参加しました。教室は市連盟在籍の全日本

スキー連盟（ＳＡＪ）認定講師指導のもと行われ、２日目に実施したバッヂテスト（ＳＡＪ公認）では４人の

小学生が合格しました。

　また、 松  明 滑走や花火大会などサプライズイベントが行われ、参加者たちは冬のスポーツを満喫していました。
たい まつ
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